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秋晴れのもと楽しく行われた大運動会（日吉地域　日置小学校） 
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９
日
（
第
一
本
会
議
）

　

例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
、
議
長
会

議
等
報
告
、
行
政
報
告
の
後
、
専
決
処

分
承
認
議
案
２
件
、
規
約
変
更
議
案　
１５

件
、
条
例
改
正
議
案
５
件
、
補
正
予
算

議
案
８
件
、
そ
の
他
議
案
９
件
、　

年
１６

度
及
び　

年
度
（
４
月
分
）
旧
各
町
の

１７

決
算
認
定
議
案　

件
、
請
願
１
件
、
陳

５７

情
３
件
が
上
程
さ
れ
、
質
疑
・
討
論
の

後
、
専
決
処
分
承
認
議
案
２
件
、
規
約

変
更
及
び
条
例
改
正
議
案　

件
が
原
案

２９

の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。
補
正
予
算
案

８
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
３
件
は
所
管

の
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
。
決

算
認
定
議
案　

件
の
説
明
が
あ
っ
た
。

５７

　

日
１３
　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

た
陳
情
１
件
、
議
案
３
件
の
審
査
を
お

こ
な
い
原
案
の
と
お
り
採
択
す
る
も
の

と
決
定
し
た
。

　

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

た
議
案
３
件
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
請
願
１
件
の
審
査
を
お
こ
な
い
原
案

の
と
お
り
採
択
す
る
も
の
と
決
定
し
た
。

　

日
１４
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

た
陳
情
２
件
、
議
案
５
件
の
審
査
を
お

こ
な
い
原
案
の
と
お
り
採
択
す
る
も
の

と
決
定
し
た
。

　

教
育
文
化
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

た
請
願
１
件
、
議
案
４
件
の
審
査
を
お

こ
な
い
原
案
の
と
お
り
採
択
す
る
も
の

と
決
定
し
た
。

　

〜　

日
（
第
二
〜
第
四
本
会
議
）

２０

２２

　
　

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
お
こ

１８
な
っ
た
。

　

日
（
最
終
本
会
議
）

２８
　

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
補
正

予
算
議
案
８
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
３

件
に
つ
い
て
委
員
長
報
告
の
後
、
質

疑
・
討
論
を
お
こ
な
い
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

　

９
日
第
一
本
会
議
で
上
程
済
み
の
認

定
議
案　

件
に
つ
い
て
、
決
算
審
査
特

５７

別
委
員
会
設
置
が
決
定
さ
れ
た
た
め
、

特
別
委
員
会
へ
の
付
託
が
決
定
さ
れ
た
。

　

追
加
議
案
と
し
て
契
約
締
結
議
案
２

件
、
補
正
予
算
議
案
１
件
、
条
例
改
正

議
案
１
件
、
そ
の
他
議
案
２
件
が
上
程

さ
れ
即
決
に
よ
り
原
案
可
決
と
な
っ
た
。

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののののの経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告月定例会の経過報告
９月定例会は９日に招集され、２８日までの２０日間の会期で開かれた。

議
会
の
動
き

８
月
１
日　

熊
本
県
玉
名
市
合
併
特
別
委
員
会
視
察
来
庁

　
　
　

日　

市
町
村
政
研
修
会

１２

　
　
　

日　

全
員
協
議
会
・
議
員
研
修
会

２２

９
月
２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

９
日　

第
３
回
定
例
会
招
集

　
　
　

日　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

１３

　
　
　

日　

産
業
建
設
・
教
育
文
化
常
任
委
員
会

１４

　
　
　

日　

一
般
質
問
（
〜　

・　

日
）

２０

２１

２２

　
　
　

日　

第
３
回
定
例
会
最
終
本
会
議

２８

　

月
３
日　

全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

１０
　
　
　
　
　

第
４
回
議
会
臨
時
会

　
　

５
日　

広
報
編
集
委
員
会

　
　

９
日　

各
地
域
運
動
会

　
　
　

日　

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会
（
第
１
回
）

１２

　
　
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１３

　
　
　

日　

広
報
編
集
委
員
会

１４

　
　
　

日　

第
５
回
議
会
臨
時
会
・
全
員
協
議
会

１７

　
　
　

日　

木
材
需
要
拡
大
の
た
め
の
要
望
活
動
応
待

１８

　
　
　

日　

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会
（
第
２
回
）

２０

　
　
　

日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
〜　

・　

・　

・　

・　

日
）

２１

２４

２５

２６

２８

３１

　
　
　

日　

兄
弟
姉
妹
都
市
盟
約
継
承
締
結
式

２２

　
　
　
　
　
（
関
ヶ
原
町
・
多
賀
町
・
加
治
木
町
）

　
　
　

日　

福
岡
県
う
き
は
市
議
会
運
営
委
員
会
視
察
来
庁

２７

　
　
　
　
　

広
報
編
集
委
員
会

　
　
　

日　

伊
集
院
署
管
内
沿
岸
防
犯
協
議
会

２８

　
　
　
　
　

姉
妹
都
市
盟
約
継
承
締
結
式

　
　
　
　
　
（
弟
子
屈
町
）

　
　
　

日　

東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
式
典

２９

　
　
　

日　

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会
（
第
３
回
）

３１

日置市議会議場（９月定例会本会議）
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〔特別会計・公営企業会計　補正予算〕

５，５０５，６４２国民健康保険特別会計

３１１，１０６特別養護老人ホーム事業特別会計

５３３，３２５公共下水道事業特別会計

２８４，４８０国民宿舎事業特別会計

１６９，４７８国民保養センター及び老人休養ホーム事業特別会計

３２２，０２０簡易水道事業特別会計

２，４８１，１６６介護保険特別会計

４７０，０２１収益的収入
水道事業会計

４７０，０２１収益的支出

（単位：千円）

6055504540353025201510５1差　額補正後補正前科　　　目

０３，５４２，６３５３，５４２，６３５市 税

－１１８，６００５２８，９１８６４７，５１８地 方 譲 与 税

－２２３，３７０６，４３２，５５２６，６５５，９２２交 付 金

５，１４２２９３，４８０２８８，３３８分担金及び負担金

４，５２３４２６，５４５４２２，０２２使用料及び手数料

１４０，２２１３，３３８，２１２３，１９７，９９１国 庫 支 出 金

１２９，５４３１，６３４，１６４１，５０４，６２１県 支 出 金

４７２，４８１２，０７９，４３６１，６０６，９５５その他　 諸収入

１０２，１０７２，２２６，８０５２，１２４，６９８繰 入 金

０００繰 越 金

７１６，９００４，３５５，６００３，６３８，７００市 債

億240230220210200190180170160150140130

１，２２８，９４７２４，８５８，３４７２３，６２９，４００歳 入 合 計

（単位：千円） 補正前 補正後

歳 出

歳 入
一般会計　補正予算

億

605550454035302520151051差　額補正後補正前科　　　目

－９７９２０７，８６９２０８，８４８議 会 費

１３０，０３０２，３５０，５０８２，２２０，４７８総 務 費

３３２，３５１５，１０２，０３４４，７６９，６８３民 生 費

－２６，７８１２，４０７，７４０２，４３４，５２１衛 生 費

０１１，７０２１１，７０２労 働 費

１５０，９５６１，５５７，４１０１，４０６，４５４農 林 水 産 業 費

－２，９９１１５８，７６２１６１，７５３商 工 費

１４０，８７６４，５８１，６４３４，４４０，７６７土 木 費

１１０，９８４６７０，３８２５５９，３９８消 防 費

４５，３４１４，１２８，６６９４，０８３，３２８教 育 費

３２４，０１３４０５，９３１８１，９１８災 害 復 旧 費

２５，１４７３，２６０，７３１３，２３５，５８４公 債 費

０１４，９６６１４，９６６諸支出金・予備費

億240230220210200190180170160150140130

１，２２８，９４７２４，８５８，３４７２３，６２９，４００歳 出 合 計

（単位：千円） 億
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審 議 ・ 採 決 結 果
９月定例会上程議案

結　果件　名

承　　認・専決処分につき承認を求めることについ
て
　（鹿児島県市町村土地開発公社定款の一
部を変更する定款について）

承　　認・専決処分につき承認を求めることについ
て（平成１７年度日置市一般会計補正予算）
（第１号）

原案可決・鹿児島県市町村自治会館管理組合を組織
する地方公共団体の数の減少に関する協
議について

原案可決・鹿児島県市町村議会議員公務災害補償等
組合規約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村議会議員公務災害補償等
組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び鹿児島県市町村議会議員公務災害補
償等組合規約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村交通災害共済組合規約の
変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村交通災害共済組合を組織
する地方公共団体の数の減少及び鹿児島
県市町村交通災害共済組合規約の変更に
関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村交通災害共済組合の財産
処分に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村消防補償等組合を組織す
る地方公共団体の数の減少及び鹿児島県
市町村消防補償等組合規約の変更に関す
る協議について

原案可決・鹿児島県市町村消防補償等組合の財産処
分に関する協議について

原案可決・鹿児島広域市町村圏協議会を設ける普通
地方公共団体の数の減少及び同協議会規
約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島広域市町村圏協議会を設ける普通
地方公共団体の数の増加及び同協議会規
約の変更に関する協議について

原案可決・西薩火葬場組合を構成する地方公共団体
の数の減少及び西薩火葬場組合規約の変
更に関する協議について

原案可決・薩南火葬場組合を解散するための協議に
ついて

原案可決・薩南火葬場組合を解散に伴う財産処分に
関する協議について

原案可決・薩南衛生処理組合を組織する地方公共団
体の数の増減、共同処理する事務の変更
及び薩南衛生処理組合規約の変更に関す
る協議について

原案可決・薩南衛生処理組合の共同処理事務変更に伴
う財産処分に関する協議について

結　果件　名

原案可決・串木野市・市来町・日置市衛生処理組合
を構成する地方公共団体の数の減少及び
串木野市・市来町・日置市衛生処理組合
規約の変更に関する協議について

原案可決・日置市長の給与の特例に関する条例の制
定について

原案可決・日置市交通安全対策会議条例の一部改正
について

原案可決・日置市半島振興対策実施地域工業開発促
進条例の一部改正について

原案可決・日置市公民館条例の一部改正について

原案可決・日置市伊集院文化会館条例の一部改正に
ついて

原案可決・団体営農業用河川工作物応急対策事業油
田尾地区の事業申請に関する協議について

原案可決・平成１７年度日置市一般会計補正予算（第
２号）

原案可決・平成１７年度日置市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市特別養護老人ホーム事
業特別会計補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市公共下水道事業特別会
計補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市国民宿舎事業特別会計
補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市国民保養センター及び
老人休養ホーム事業特別会計補正予算
（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市簡易水道事業特別会計
補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市水道事業会計補正予算
（第１号）

可　　決・上市来中学校屋内運動場建築工事請負契
約の締結について

可　　決・まちづくり交付金事業（仮称）伊集院ドーム新
築工事請負契約の締結について

原案可決・日置広域連合を解散するための協議につ
いて

原案可決・日置広域連合の解散に伴う財産処分に関
する協議について

原案可決・日置市議会政務調査費の交付に関する条
例の制定について

原案可決・平成１７年度日置市一般会計補正予算（第
３号）

原案可決・道路整備の促進及び道路財源の確保等に
関する意見書

定 例 会・臨 時 会 の 審審 議 ・ 採 決 結 果議 ・ 採 決 結 果定 例 会・臨 時 会 の
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請　願

　・請 願 者　特定非営利活動法人　日吉いこいの会　会長　南　三津江
　　　　　　　特定非営利活動法人　樹　理事長　花木　広昭
　・紹介議員　鳩野　哲盛
　・付　　託　環境福祉常任委員会

　・請 願 者　山下　博司
　・紹介議員　坂口　洋之
　・付　　託　教育文化常任委員会
　・意 見 書　原案可決
　・送 付 先　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣　参議院議長　衆議院議長

陳　情

　・陳 情 者　さつま日置農業協同組合　代表理事組合長　松�　俊明
　　　　　　　鹿児島県農民政治連盟　東市来支部長　片平　　勇　　伊集院支部長　重信　忠身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日吉支部長　　山里　一幸　　吹上支部長　　原口　三善
　・付　　託　産業建設常任委員会
　・意 見 書　原案可決
　・送 付 先　農林水産大臣　財務大臣　外務大臣

　・陳 情 者　下土橋自治会長　高山　武志
　・付　　託　産業建設常任委員会

　・陳 情 者　下神殿１区自治会長　松尾　月男　下神殿２区自治会長　桃北　　健
　　　　　　　下神殿３区自治会長　貴島　修一　下神殿４区自治会長　東　　　功
　・付　　託　総務企画常任委員会

１０月１７日　臨時会上程議案１０月３日　臨時会上程議案
結　果件　　　名

原案可決・日置地区消防組合を解散するための協議
について

原案可決・日置地区消防組合の解散に伴う財産処分
に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村職員退職手当組合を組織
する地方公共団体の数の減少及び鹿児島
県市町村職員退職手当組合規約の変更に
関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村非常勤職員公務災害補償
等組合を組織する地方公共団体の数の減
少及び鹿児島県市町村非常勤職員公務災
害補償等組合規約の変更に関する協議に
ついて

結　果件　　　名

承　　認・日置市介護保険条例の制定について

承　　認・日置市介護保険給付費準備基金条例の制
定について

承　　認・日置市消防本部及び消防署設置条例の制
定について

承　　認・日置市火災予防条例の制定について

承　　認・日置市部設置条例等の一部を改正する条
例について

承　　認・平成１７年度日置市一般会計補正予算（第
４号）

承　　認・平成１７年度日置市介護保険特別会計補正
予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市一般会計補正予算（第
５号）

採 択

義務教育費国庫負担金制度堅持に関する請願 採 択

福祉有償運送許可申請に係る運営協議会設置に関する請願

採 択甘しょ・でん粉政策・価格に関する陳情

不採択伊集院町土橋の市道大崩線と新山御堂線の間の農道を市道に認定の陳情

採 択下神殿地区消防車庫建設工事費の補助金交付を求める陳情

定 例 会・臨 時 会 の定定 例 会例 会・・臨 時 会臨 時 会 のの
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旧
伊
集
院
町
で
の
贈
収
賄
事
件
、

業
者
に
よ
る
談
合
な
ど
新
市
発
足
直

後
に
発
覚
し
た
不
祥
事
に
よ
り
、
日

置
市
政
へ
の
信
頼
は
大
き
く
損
な
わ

れ
た
。

　

こ
れ
を
重
く
受
け
止
め
、
地
方
自

治
法
第
１
１
０
条
お
よ
び
委
員
会
条

例
第
６
条
に
基
づ
き
、「
公
共
工
事

不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　

目
的
は
、
職
員
に
よ
る
汚
職
事
件

お
よ
び
談
合
事
件
に
至
っ
た
経
緯
、

ま
た
再
発
防
止
策
の
調
査
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

　

期
限
は
調
査
終
了
ま
で
で
、
結
果

は
調
査
後
の
本
会
議
で
報
告
さ
れ
る
。

　

委
員
会
の
定
数
は　

人
で
、
委
員

１２

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

委
員
長　
　

池
満　
　

渉　

　

副
委
員
長　

大
園　

貴
文　

　

委　

員　
　

成
田　
　

浩　

　
　

〃　
　
　

佐
藤　

彰
矩　

　
　

〃　
　
　

谷
口　

正
行　

　
　

〃　
　
　

重
水　

富
夫　

　
　

〃　
　
　

東　
　

孝
志　

　
　

〃　
　
　

坂
口
ル
リ
子　

　
　

〃　
　
　

中
島　
　

昭　

　
　

〃　
　
　

坂
口　

洋
之　

　
　

〃　
　
　

門
松　

慶
一　

　
　

〃　
　
　

上
園　

哲
生

公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共
工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事
不不不不不不不不不不不不不不
正正正正正正正正正正正正正正
再再再再再再再再再再再再再再
発発発発発発発発発発発発発発
防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止
等等等等等等等等等等等等等等
調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査

特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別
委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののの
設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

月月月月月月月月月月月月月月
３３３３３３３３３３３３３３
日日日日日日日日日日日日日日
・・・・・・・・・・・・・・

月
３
日
・　

日日日日日日日日日日日日日日
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時

日
臨
時

１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００１０

１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７１７

議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののの
主主主主主主主主主主主主主主
なななななななななななななな
内内内内内内内内内内内内内内
容容容容容容容容容容容容容容

議
会
の
主
な
内
容

市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
政政政政政政政政政政政政政政
務務務務務務務務務務務務務務
調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査
費費費費費費費費費費費費費費
のののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交

市
議
会
政
務
調
査
費
の
交

付付付付付付付付付付付付付付
にににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるる
条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例
制制制制制制制制制制制制制制
定定定定定定定定定定定定定定

付
に
関
す
る
条
例
制
定

決決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算算
審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査
特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別
委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののの

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

設設設設設設設設設設設設設設

置置置置置置置置置置置置置置

にににににににににににににに

つつつつつつつつつつつつつつ

いいいいいいいいいいいいいい

てててててててててててててて

設

置

に

つ

い

て

　

平
成　

年
度
お
よ
び
平
成　

年
度

１６

１７

４
月
の
旧
４
町
の
決
算
を
審
査
す
る

た
め
、
地
方
自
治
法
第
１
１
０
条
お

よ
び
第
２
３
３
条
に
基
づ
き
、「
決

算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。

　

目
的
は
、
歳
入
の
確
保
が
な
さ
れ

て
い
る
か
、
歳
出
が
適
正
に
執
行
さ

れ
た
か
な
ど
を
資
料
に
基
づ
い
て
審

査
し
、
住
民
に
代
わ
っ
て
そ
の
効
果

を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
決
算
の
審
査
結
果
は　

月
定

１２

例
会
で
報
告
さ
れ
、
本
会
議
で
認
定

の
採
決
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

委
員
会
の
定
数
は　

人
で
、
委
員

１４

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

委
員
長　
　

地
頭
所
貞
視　

　

副
委
員
長　

田
丸　

武
人　

　

委　

員　
　

鳩
野　

哲
盛　

　
　

〃　
　
　

西
峯　

尚
平　

　
　

〃　
　
　

松
尾　

公
裕　

　
　

〃　
　
　

長
野
瑳
や
子　

　
　

〃　
　
　

栫　
　

康
博　

　
　

〃　
　
　

西
薗　

典
子　

　
　

〃　
　
　

田
畑　

純
二　

　
　

〃　
　
　

漆
島　

政
人　

　
　

〃　
　
　

鶴
園　

秋
男　

　
　

〃　
　
　

田
代　

吉
勝　

　
　

〃　
　
　

花
木　

千
鶴　

　
　

〃　
　
　

出
水
賢
太
郎

　

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第　

項
お

１３

よ
び
第　

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
議

１４

会
議
員
の
調
査
研
究
に
必
要
な
経
費
の

一
部
と
し
て
、
政
務
調
査
費
を
交
付
す

る
条
例
を
制
定
し
た
。

　

政
務
調
査
費
は
規
則
で
定
め
た
使
途

基
準
に
従
い
使
用
す
る
。
市
議
会
議
員

が
政
策
の
調
査
研
究
時
に
必
要
な
書
籍

代
、
文
具
代
、
印
刷
代
、
通
信
費
、
交

通
費
な
ど
に
使
途
は
限
定
さ
れ
る
。

　

交
付
額
は
月
額
２
万
円
で
、
収
支
報

告
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
残
余
が
出
た
場
合
は
返
還

す
る
。

市
来
支
所
内
に
設
置
さ
れ
る
。
今
回
上

程
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、
分
遣
所
移
転

に
伴
う
改
修
工
事
費
５
４
９
７
万
円
が

含
ま
れ
る
。

　

消
防
組
合
の
財
産
分
与
に
つ
い
て

は
、
日
置
市
と
市
来
町
の
基
金
負
担
割

合
と
北
部
分
遣
所
の
財
産
処
分
の
結

果
、
市
来
町
が
日
置
市
に
１
８
０
０
万

円
を
支
払
い
、
救
急
車
１
台
と
消
防
司

令
台
は
日
置
市
が
所
有
す
る
。

　

日
置
地
区
消
防
組
合
解
散
後
は
、
日

置
市
消
防
本
部
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

通
り
消
防
・
救
急
の
業
務
を
行
う
。

　

日
置
広
域
連
合
は
、
日
置
市
と
市
来

町
の
介
護
保
険
事
務
を
扱
っ
て
い
た

が
、
今
回
の
合
併
に
伴
い
解
散
す
る
。

財
産
は
日
置
市
と
市
来
町
の
負
担
割
合

で
分
割
処
分
し
、
日
置
市
に
約
１
億
２

４
３
９
万
円
が
帰
属
す
る
。
今
後
は
市

役
所
市
民
福
祉
部
に
介
護
保
険
課
を
設

置
し
、
業
務
を
継
続
す
る
。

　

ま
た
、
消
防
組
合
・
広
域
連
合
解
散

に
よ
る
市
役
所
組
織
改
編
で
、
１
部

（
消
防
本
部
）、
１
課
（
介
護
保
険
課
）

が
増
え
た
た
め
、
今
回
の
補
正
予
算
で

追
加
計
上
さ
れ
た
。

　
　

月
３
日
と　

日
に
臨
時
議
会
が
開

１０

１７

催
さ
れ
、　

月　

日
の
い
ち
き
串
木
野

１０

１１

市
発
足
に
伴
う
、
日
置
地
区
消
防
組
合

と
日
置
広
域
連
合
の
解
散
の
関
連
議
案

　

件
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

１６
　

日
置
地
区
消
防
組
合
は
日
置
市
と
市

来
町
で
構
成
し
て
い
た
が
、
市
来
町
と

串
木
野
市
の
合
併
に
伴
い
解
散
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
市
来
町
の
北
部
分
遣
所

は
廃
止
さ
れ
、
新
し
く
北
分
遣
所
が
東

特別委員会を設置しました
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平
成　

年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

１７

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
現
行
の
予
算

額
に
３
億
３
６
９
７
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０
億
２
０
６

万
４
千
円
と
な
っ
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の

　

交
付
決
定
に
よ
る
も
の
で
、
所
得
譲

与
税
４
７
９
０
万
円
減
、
自
動
車
重
量

譲
与
税
７
０
７
０
万
円
減
、
地
方
特
例

交
付
金
２
６
５
２
万
１
千
円
減
、
地
方

交
付
税
１
億
９
６
８
４
万
９
千
円
減
。

　

総
務
使
用
料
（
伊
集
院
駅
西
側
駐
車

場
使
用
料
）
４
３
３
万
１
千
円
増
、
指

定
寄
附
金
（
日
吉
地
域
に
係
る
も
の
）

１
０
０
万
円
増
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
９
１
９
万
２
千
円
減
、
雑
入
（
日
吉

地
域
に
係
る
歳
計
剰
余
金
）
６
４
８
万

２
千
円
増
。

　

市
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
１
１
１

０
万
円
増
、
減
税
補
て
ん
債
５
億
３
５

６
０
万
円
増
で
あ
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の

　

一
般
管
理
費
１
億
１
９
８
３
万
７
千

円
増
は
、
行
政
嘱
託
員
の
報
酬
増
や
各

費
目
に
計
上
し
て
あ
っ
た
一
般
管
理
費

の
共
済
費
増
に
よ
る
も
の
。
文
書
費
２

６
５
万
円
増
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の

観
点
か
ら
の
封
か
ん
機
購
入
費
な
ど
。

　

財
政
管
理
費
２
９
３
万
８
千
円
増
は

人
件
費
、
会
計
管
理
費
１
１
１
０
万
８

千
円
減
は
人
件
費
に
よ
る
も
の
。
財
産

管
理
費
２
６
３
万
３
千
円
増
は
入
札
等

監
視
委
員
会
の
謝
金
、
吉
利
駐
在
所
解

体
費
な
ど
で
あ
る
。

　

企
画
費
３
９
７
５
万
４
千
円
減
は
、

国
土
利
用
計
画
お
よ
び
日
吉
地
域
移
動

通
信
施
設
整
備
事
業
に
よ
る
増
と
、
合

併
に
か
か
る
経
費
を
精
査
し
、
不
要
額

を
減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

広
報
費　

万
９
千
円
増
は
市
勢
要
覧

４４

作
成
等
で
、
情
報
管
理
費
４
４
５
万
７

千
円
増
は
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
等
電
話
料
や
パ

ソ
コ
ン
購
入
費
な
ど
で
あ
る
。

　

税
務
総
務
費
、
賦
課
徴
収
費
の
増
減

は
人
件
費
に
よ
る
も
の
。

　

非
常
備
消
防
費
３
０
６
万
６
千
円
増

は
東
市
来
・
吹
上
支
所
の
消
防
活
動
服

な
ど
、
消
防
施
設
費　

万
６
千
円
増
は

６０

防
火
水
槽
付
帯
工
事
費
な
ど
で
あ
る
。

平
成　

年
度　

日
置
市
国
民
宿
舎
事
業

１７

特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
行
予
算
額
に　

万
８
千
円
を
追
加

３１

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
４
４

８
万
円
と
な
っ
た
。
歳
入
は
事
業
収
入

の
増
額
、
歳
出
は
人
件
費
の
増
額
を
し

た
も
の
で
あ
る
。

平
成　

年
度　

日
置
市
国
民
保
養
セ
ン

１７

タ
ー
及
び
老
人
休
養
ホ
ー
ム
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　

現
行
予
算
額
に　

万
３
千
円
を
減
額

６５

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
９
４

７
万
円
と
な
っ
た
。
歳
入
は
事
業
収
入

の
減
額
、
歳
出
は
人
件
費
の
減
額
を
し

た
も
の
で
あ
る
。 

　

平
成　

年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

１７

　

歳
出
の
減
額
４
７
８
０
万
３
千
円
は

民
生
費
、
衛
生
費
の
人
件
費
に
係
わ
る

分
で
、
総
務
費
へ
の
組
替
え
が
主
な
も

の
で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
総
務
費
の
修
繕
料
及
び
工

事
請
負
費
は
、
日
吉
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

の
温
泉
管
布
設
替
工
事
。
扶
助
費
５
０

９
万
１
千
円
は
身
障
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
、
補
装
具
給
付
等
の
追
加

分
。

　

健
康
交
流
施
設
費
の
修
繕
料
１
１
０

万
円
は
浴
室
温
泉
制
御
部
取
替
及
び
空

調
機
器
修
理
等
で
あ
る
。

　

児
童
福
祉
総
務
費
の
子
ど
も
・
子
育

て
見
守
り
推
進
事
業
１
２
６
万
円
は
子

育
て
支
援
及
び
児
童
虐
待
防
止
等
の
援

助
を
行
う
も
の
。
母
子
家
庭
自
立
支
援

給
付
金
事
業
１
１
２
万
１
千
円
は
母
子

家
庭
の
各
種
講
座
、
資
格
取
得
（
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、
作
業
療

法
士
等
）へ
の
自
立
促
進
を
図
る
も
の
。

　

児
童
福
祉
施
設
費
１
６
６
万
２
千
円

は
永
吉
保
育
所
入
所
児
童
数
増
員
に
伴

う
も
の
で
あ
る
。

　

環
境
衛
生
費
１
３
４
０
万
４
千
円
は

水
道
会
計
事
業
費
負
担
金
等
。
生
ゴ
ミ

処
理
器
設
置
事
業
費　

万
円
は
日
吉
支

７５

所
に
導
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

塵
芥
処
理
費
の
印
刷
製
本
費　

万
３

１８

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�
�

��
�

��
�

��
�

��
�

国民宿舎「吹上砂丘荘」

総
務
企
画
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
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千
円
は
コ
ン
テ
ナ
収
集
開
始
に
伴
う
一

般
廃
棄
物
処
理
計
画
表
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

子
ど
も
・
子
育
て
応
援
隊
の
メ
ン

バ
ー
は
。

答　

母
子
保
健
推
進
員
、
児
童
委
員

等
。

問　

生
ゴ
ミ
電
気
式
処
理
機
の
実
績

は
。

答　

東
市
来
１
０
１
件
、
伊
集
院
１
１

５
件
、
吹
上
１
２
６
件
で
あ
る
。

問　

コ
ン
テ
ナ
収
集
モ
デ
ル
地
区
名
と

そ
の
対
応
は
。

答　

東
市
来
は
中
央
、
古
市
、
田
代
地

区
。
日
吉
は
日
置
団
地
、
日
新
、
内
門

地
区
。
吹
上
は
永
吉
中
和
田
、
東
本

町
、
入
来
浜
地
区
。
９
ヶ
所
の
指
導
員

に
収
集
現
場
の
視
察
研
修
を
行
い
、
分

か
り
や
す
い
分
別
方
法
の
指
導
に
努
め

た
い
。

問　

コ
ン
テ
ナ
収
集
業
者
の
選
定
は
。

答　

コ
ン
テ
ナ
等
の
有
効
活
用
や
住
民

へ
の
適
切
な
指
導
を
図
る
為
、
コ
ン
テ

ナ
収
集
業
務
を
熟
知
し
現
行
す
る
業
者

を
選
考
。
本
格
実
施
の　

年
度
よ
り
入

１８

札
、
見
積
り
制
度
と
な
る
。

　

平
成　

年
度　

国
民
健
康
保
険
特
別

１７

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
８
３
８
５
万
３
千
円
を
追

加
し
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
老
人
保
健

拠
出
金
。
療
養
費
精
算
返
納
金
等
で
あ

る
。
歳
入
は
基
金
繰
入
金
６
８
３
５
万

１
千
円
が
な
さ
れ
、
基
金
積
立
金
残
高

２
億
７
７
８
４
万
９
千
円
は
、
基
金
積

立
必
要
額
の
３
分
の
１
に
も
満
た
な
い

状
況
に
あ
る
。
今
後
、
医
療
費
適
正
化

に
向
け
健
康
づ
く
り
運
動
に
努
め
ら
れ

た
い
と
の
意
見
。

　

平
成　

年
度　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

１７

ム
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
７
９
３
万
９
千
円
の
減
額

は
人
件
費
に
係
る
総
務
費
へ
の
組
替
で

あ
り
、
歳
入
は
平
成　

年　

月
以
降
、

１７

１０

施
設
給
付
費
（
食
事
・
居
住
費
）
の
法

改
正
に
よ
る
介
護
給
付
費
等
の
減
額

分
。

 

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１７

　

農
林
水
産
業
費
に
関
わ
る
補
正
予
算

は
１
億
２
７
１
１
万
円
の
増
額
補
正
で

あ
る
。

　

農
林
水
産
業
費
で
主
な
も
の
は
、
か

ご
し
ま
農
林
水
産
物
認
証
（
緑
竹
）
推

進
事
業
補
助
金
や
お
茶
の
乗
用
型
茶
摘

採
機
２
台
の
購
入
補
助
金
、
日
吉
地
域

の
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
増
額
補

正
、
吹
上
地
域
で
県
営
防
災
ダ
ム
事
業

負
担
金
等
で
あ
る
。

　

林
業
振
興
費
で
は
来
年
２
月
４
日
に

東
市
来
で
行
わ
れ
る
植
樹
祭
に
伴
う
、

受
賞
者
記
念
品
代
や
植
樹
用
の
道
具
や

苗
木
代
等
の
経
費
で
あ
る
。

　

土
木
費
に
関
わ
る
補
正
予
算
額
は
１

億
４
０
０
７
万
円
の
増
額
補
正
で
あ

る
。

　

土
木
建
設
費
で
主
な
も
の
は
、
美
山

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
取
付
道
路
に
伴
う

補
正
や
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

２
路
線
、
道
整
備
交
付
金
事
業
の
３
路

線
の
新
規
事
業
に
伴
う
補
正
で
あ
る
。

住
宅
建
設
費
は
新
宮
団
地
建
て
替
え
に

伴
う
住
宅
移
転
費
や
家
賃
助
成
金
等
の

　

戸
分
で
あ
る
。

１６
　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

イ
ノ
シ
シ
が
多
発
し
て
な
か
な
か

絶
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
旧
町
を
越

え
て
の
発
砲
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

猟
友
会
と
協
議
を
し
て
、
お
互
い

少
し
は
入
れ
る
よ
う
な
申
し
合
せ
を
し

た
。
猟
友
会
員
は
伊
集
院
で　

人
、
東

４７

市
来
で　

人
、
日
吉
で　

人
、
吹
上
で

２４

１１

　

人
、
永
吉
で　

人
で
５
つ
の
猟
友
会

１５

１４

が
あ
る
。

問　

新
宮
団
地
建
て
替
え
に
伴
う
住
宅

移
転
費
、
協
力
費
の
内
容
は
。

答　

新
宮
団
地
は　

戸
の
解
体
。
５
戸

１６

は
民
間
ア
パ
ー
ト
に
仮
に
入
っ
て
も
ら

う
が
、
移
転
費
と
し
て　

万
１
千
円
を

１７

転
入
転
出
時
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
う
。
他

の
方
は
一
律
６
万
円
の
協
力
費
を
支
払

う
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

地域医療の中核である日置市民病院（診察風景）

建て替えられる新宮団地（伊集院）
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平
成　

年
度
日
置
市
公
共
下
水
道
事

１７

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
９
万
５
千

円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
５
億
３

３
３
２
万
５
千
円
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
日
置
市
水
道
事
業
会
計

１７

補
正
予
算

　
　

万
７
千
円
を
減
額
し
、
収
益
的
収

３３
入
支
出
を
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７
０
０
２
万

１
千
円
と
し
た
。

　

団
体
営
農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対

策
事
業
油
田
尾
地
区
の
事
業
申
請
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

　

こ
の
事
業
は
平
成　

年
度
新
規
採
択

１８

希
望
で
県
と
協
議
す
る
た
め
議
会
の
議

決
が
必
要
で
あ
り
、
現
地
調
査
し
審
議

の
結
果
、
可
決
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１７

教
育
委
員
会
費　

７
万
円
増

事
務
局
費　

４
５
８
万
円
減

小
学
校
管
理
費　

２
４
８
万
円
増

小
学
校
教
育
振
興
費　
　

万
円
増

５６

中
学
校
管
理
費　

２
９
４
万
円
増

中
学
校
教
育
振
興
費　
　

万
円
増

７７

幼
稚
園
費　

２
万
円
増

社
会
教
育
総
務
費　

１
０
６
９
万
円
減

公
民
館
費　

１
１
６
５
万
円
増

図
書
館
費　

１
１
６
万
円
増

社
会
教
育
施
設
費　
　

万
円
増

３７

保
健
体
育
総
務
費　

１
２
４
８
万
円
減

体
育
施
設
費　

５
２
３
１
万
円
増

給
食
セ
ン
タ
ー
費　
　

万
円
減

１９

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

同
じ
中
体
連
の
大
会
に
参
加
し
て

い
る
の
に
、
伊
集
院
中
と
日
吉
中
で
助

成
額
が
違
う
の
は
何
故
か
。

答　

参
加
人
数
が
違
う
た
め
だ
が
、
交

付
要
綱
に
従
っ
て
正
確
に
支
払
う
。

問　

日
置
市
内
の
教
職
員
住
宅
数
は
。

答　

市
立
学
校
は　

校
あ
る
が
、
校
長

２７

教
頭
住
宅
以
外
に
も
指
導
主
事
の
住
宅

も
あ
る
の
で
、
全
部
で　

戸
。

６３

問　

学
校
医
、
薬
剤
師
の
謝
金
は
。

答　

合
併
後
、
報
酬
審
議
会
で
改
訂
し

て
統
一
し
た
為
、
伊
集
院
の
み
差
額
を

補
正
し
た
。
残
り
３
地
域
は
後
で
補
正

す
る
。

問　

日
置
市
社
会
科
副
読
本
の
説
明

を
。

答　

小
学
３
・
４
年
生
用
と
し
て
１
２

０
０
部
作
成
予
定
で
、
３
年
間
使
え

る
。
現
在
分
は
古
い
の
で
来
年
新
し
く

す
る
。

問　

小
中
学
校
の
消
耗
品
は
ど
の
よ
う

に
し
て
配
分
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
が
各
地
域
へ
予
算
を

割
り
当
て
、
学
校
ご
と
に
規
模
等
を
考

慮
し
て
配
分
し
て
い
る
。

問　

幼
稚
園
費
の
賃
金　

万
３
千
円
の

５８

内
容
と
育
休
と
産
休
の
説
明
を
。

答　

土
橋
幼
稚
園
教
諭
の
産
休
に
伴
う

代
替
賃
金
で
１
日
５
５
０
０
円
の
１
０

６
日
分
。
育
休
は
本
人
の
要
望
で
３
年

間
、
３
歳
に
達
す
る
ま
で
３
回
申
請
で

き
る
。
産
休
は
産
前
に
６
週
間
は
任

意
、
産
後
８
週
間
は
必
ず
取
得
で
き

る
。

問　

幼
稚
園
で
免
許
を
持
っ
た
教
諭
が

休
ん
だ
場
合
の
対
応
は
。

答　

校
長
か
教
頭
が
対
応
す
る
事
が
多

い
。
免
許
を
持
っ
た
他
職
員
へ
兼
職
辞

令
を
出
し
た
事
も
あ
る
。
検
討
す
る
。

問　

市
立
東
市
来
幼
稚
園
は
登
園
降
園

の
送
迎
が
あ
る
が
他
地
域
は
。

答　

現
在
は
東
市
来
の
み
送
迎
し
て
い

る
が
、
今
後
は
統
一
へ
検
討
が
必
要
。

問　

幼
稚
園
費
謝
金　
１０

万
９
千
円
は
ど
う
い
う

意
味
か
。
又
、
園
長
・

副
園
長
の
役
割
と
は
。

答　

小
学
校
の
校
長
・

教
頭
・
養
護
教
諭
が
幼

稚
園
の
業
務
も
兼
ね
て

い
る
の
で
、
各
々
年
間

５
万
円
、
４
万
４
千

円
、
１
万
５
千
円
を
支

払
っ
て
い
る
。
日
吉
分

の
み
計
上
も
れ
が
あ
っ

た
の
で
、
今
回
補
正
し

た
。
３
名
に
は
各
種
行

事
へ
の
参
加
指
導
、
人

事
管
理
、
お
泊
り
保

育
、
遠
足
等
、
業
務
の

一
翼
を
担
っ
て
も
ら
い
、
よ
く
面
倒
を

み
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　

社
会
教
育
総
務
費
補
助
金　

万
円

２０

は
減
額
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答　

現
在
も
旧
４
町
の
補
助
金
は
あ

る
。
子
ど
も
会
等
４
団
体
が
市
の
連
絡

協
議
会
を
立
ち
あ
げ
た
の
で
、
話
し
合

い
の
費
用
を
出
す
も
の
で
あ
る
。
来
年

は
こ
れ
ま
で
の
補
助
金
を
含
め
る
。

問　

東
市
来
総
合
運
動
公
園
の
土
地
購

入
費
は
。

答　

土
地
開
発
公
社
か
ら
一
般
会
計
の

中
で
、
登
記
上
の
組
み
替
え
で
買
い
戻

し
た
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

２６人の子どもたちの面倒をみる教諭（伊集院・飯牟礼幼稚園）
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問　

特
殊
教
育
か
ら
特
別
支
援
教
育
へ

の
移
行
段
階
に
あ
る
。
本
年
度
、
本
市

は
県
の
推
進
地
区
の
指
定
を
受
け
て
い

る
。
今
後
、
特
殊
学
級
の
存
続
や
新
設

に
つ
い
て
見
通
し
は
。

答　

特
殊
学
級
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
が
あ
る
の
で
学
級
は
存
続
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。
県
や
国
へ
も
声
を
届
け

た
い
。
開
級
に
は
２
名
以
上
が
必
要
。

問　

通
常
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
Ｌ

Ｄ
・
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
・
高
機
能
自
閉
症
の

児
童
生
徒
の
実
態
把
握
や
支
援
計
画
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

実
態
把
握
は
本
年
度
中
に
ま
と
め

る
予
定
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
各
小

中
学
校
の
先
生
方
の
各
種
研
修
会
を
実

施
。
校
内
委
員
会
は
未
設
置
で
あ
る

が
、
校
内
指
導
委
員
会
を
中
心
に
、
特

殊
学
級
と
の
連
携
や
指
導
法
の
研
究
実

践
に
つ
と
め
て
い
く
。

問　

相
互
理
解
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

児
童
生
徒
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
豊
か
な
心
を
も
っ
た
人
づ
く
り
の
教

育
の
推
進
に
つ
と
め
る
。
保
護
者
へ
の

啓
発
や
障
害
児
保
護
者
へ
は
、
教
育
相

談
で
専
門
的
対
応
を
は
か
っ
て
い
く
。

問　

個
別
の
支
援
計
画
で
は
、
乳
幼
児

期
か
ら
就
労
ま
で
組
織
的
な
取
り
組
み

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
状

況
は
ど
う
か
。

答　

発
達
障
害
者
支
援
法
で
市
町
村
の

責
任
が
明
記
さ
れ
た
。
早
期
か
ら
の
発

達
支
援
が
重
要
。
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
既
存
の

協
議
会
等
を
総
括
し
て
、
連
携
の
協
議

会
を
た
だ
ち
に
設
置
し
、
山
積
す
る
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
日
置
教

育
事
務
所
に
本
年
度
中
、
連
携
協
議
会

を
設
置
予
定
。

※
Ｌ
Ｄ
＝
学
習
障
害
。

※
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
＝
注
意
欠
損
／
多
動
性

障
害
。

問　

鹿
児
島
市
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
整

備
に
よ
る
利
便
性
向
上
が
日
置
市
発
展

の
鍵
と
な
る
。
国
道
・
県
道
の
整
備
の

現
状
と
渋
滞
解
消
の
方
策
を
伺
う
。

答　

国
道
３
号
は
下
神
殿
の
歩
道
を
拡

幅
工
事
中
で
あ
る
。
武
岡
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
整
備
を
求
め
、
渋
滞
解
消
を
図

る
。
県
道
鹿
児
島
東
市
来
線
は
池
田
高

校
付
近
を
整
備
中
で
、
徳
重
横
井
鹿
児

島
線
は
チ
ェ
ス
ト
館
〜
横
井
間
を
調
査

中
。
今
後
工
事
に
着
手
す
る
。

問　

横
井
〜
武
岡
間
の
鹿
児
島
市
道
は

日
置
市
民
の
通
勤
利
用
も
多
い
が
、
道

幅
が
狭
く
カ
ー
ブ
も
多
い
。
整
備
改
良

を
求
め
る
べ
き
で
は
。

答　

水
上
坂
に
代
わ
る
常
盤
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
、
部
分
的
改
良
も
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
は
鹿
児
島
市
と
連
絡
協
議
会

を
設
置
し
、
担
当
レ
ベ
ル
で
協
議
す

る
。

問　

県
教
委
は
平
成　

年
度
ま
で
に
県

２２

立
高
校　

校
を　

校
に
再
編
す
る
。
日

８２

６５

置
学
区
の
吹
上
・
市
来
農
芸
・
串
木
野

の
３
校
も
対
象
だ
が
、
学
区
制
の
見
直

し
や
地
元
協
議
、
他
市
と
の
連
携
や
県

花
木　

千
鶴　

議
員

特
別
支
援
教
育
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

出
水
賢
太
郎　

議
員

鹿
児
島
市
と
の
交
通
ア
ク
セ

ス
と
高
校
再
編
問
題
に
つ
い
て

一 般 質 問

9 月定例会では１８名の議員が登壇し、日置市の未来を見据え質問を行いました。

より良い市政を目指して

県特別支援教育研究会日置大会研究授業
（伊集院北中）
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問　

地
域
内
運
行
バ
ス
の
存
続
と
低
料

金
で
走
る
日
置
市
周
遊
バ
ス
の
創
設
で

福
祉
の
充
実
を
図
り
、
市
民
交
流
か
ら

産
業
や
商
店
街
の
活
性
化
、
更
に
は
観

光
へ
と
繋
ぎ
活
力
あ
る
日
置
市
へ
と
進

め
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。

答　

地
域
内
運
行
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
為
の
継
続
事
業
と
す
る
。
伊

集
院
地
域
に
つ
い
て
も
民
間

バ
ス
や
ゆ
す
い
ん
号
と
の
運

行
方
法
・
経
路
等
を
含
め
検

討
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

を
有
機
的
に
接
続
し
市
内
全

域
を
周
遊
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。
市
内
各
地
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
市
民
が

自
由
に
参
加
で
き
る
よ
う
工

夫
し
、
早
期
実
現
に
向
け
て

進
め
て
い
く
。

問　

バ
ス
の
大
き
さ
や
昇
降

口
の
低
さ
、
障
害
者
等
車
イ

ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
。

答　

総
合
的
に
協
議
検
討
し

て
い
く
。

問　

環
境
問
題
で
は
、
吹
上
地
域
の
野

首
地
区
内
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
産

業
廃
棄
物
や
処
理
場
再
開
に
つ
い
て
、

旧
吹
上
町
議
会
・
住
民
か
ら
県
に
対
し

幾
度
と
な
く
早
期
撤
去
の
要
請
や
再
開

反
対
の
陳
情
が
出
さ
れ
て
い
る
。
業
の

許
可
申
請
が
出
れ
ば
法
的
手
続
き
で
継

続
さ
れ
る
と
聞
く
が
、
前
任
者
に
出
さ

れ
た
許
可
は
県
の
産
業
廃
棄
物
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
中
に
あ
る
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
照
ら
し

て
も
許
可
取
消
の
対
象
と
な
る
事
か

ら
、
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
為
に
業

の
差
し
止
め
を
市
と
し
て
県
に
強
く
要

請
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

住
民
の
声
を
聞
き
県
へ
働
き
か
け

て
い
く
。

問　

介
護
保
険
改
正
で
、
予
想
を
超
え

る
需
要
と
高
齢
少
子
化
対
応
の
た
め
、

　

月
か
ら
食
事
代
と
施
設
居
住
費
が
個

１０人
負
担
と
な
る
。
年
金
生
活
、
高
齢
世

帯
の
多
い
中
、
約
３
万
円
の
施
設
入
所

負
担
増
の
影
響
を
ど
う
み
る
か
。

答　

年
金　

万
円
以
上
の
利
用
者
は
負

８０

担
増
と
な
る
が
、
負
担
と
給
付
の
公
平

性
が
目
的
。
低
所
得
者
対
策
な
ど
が
あ

り
、
理
解
を
求
め
た
い
。

問　

介
護
予
防
・
地
域
支
援
と
し
て
、

市
が
主
体
と
な
り
運
営
す
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
構
想
は
。

答　

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介

護
支
援
専
門
員
を
中
心
と
し
、
約
１
億

１
０
０
０
万
円
予
算
で
、
運
営
協
議
会

等
、
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
十
分
検
討
し
な
が
ら
設
立
す
る
。

問　

４
月
か
ら
の
予
防
事
業
の
影
響

は
。

答　

現
在
要
支
援
と
要
介
護
１
の
７
〜

８
割
の
１
３
０
０
人
と
地
域
支
援
の
７

０
０
人
が
対
象
と
思
わ
れ
、
地
域
に
於

け
る
自
立
生
活
の
援
助
が
目
的
。

問　

子
育
て
支
援
へ
の
姿
勢
と
対
策

大
園　

貴
文　

議
員

日
置
市
活
性
化
策
に
つ
い
て

西
薗　

典
子　

議
員

介
護
保
険
改
正
・
子
育
て
支
援

と
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

へ
の
要
望
な
ど
、
高
校
再
編
計
画
に
市

当
局
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

本
市
の
吹
上
高
校
存
続
に
は
、
定

員
充
足
率
の
維
持
が
必
要
で
あ
る
。
旧

吹
上
町
が
行
っ
て
き
た
助
成
も
継
続
す

る
。
学
区
外
通
学
５
％
枠
が　

％
に
拡

１０

大
さ
れ
た
が
、
県
教
委
は
学
区
制
の
全

体
的
な
見
直
し
を
来
年
３
月
の
市
町
村

合
併
終
了
後
に
実
施
す
る
よ
う
だ
。
今

後
、
い
ち
き
串
木
野
市
・
金
峰
町
に
も

関
係
す
る
の
で
、
広
域
の
地
区
協
議
会

を
設
置
し
、
情
報
収
集
や
協
議
、
県
教

委
や
県
議
会
へ
要
望
で
き
な
い
か
、
今

し
ば
ら
く
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく手続き 

地域の生活環境への影響を調査 

許可申請（設置予定者→知事、鹿児島市長） 
　　　設置の計画、維持管理の計画、 
　　　　　　生活環境影響調査 

告示・縦覧 関係市町村からの意見聴取 
（生活環境保全上の見地） 

関係住民からの意見書の提出 
（生活環境保全上の見地） 

専門的知識を有する者の意見聴取 

国の定める技術上の基準への適合性に加え、地域の生活環境に適切な 
配慮が行われているかどうかについて審査 

許　　可 
使用前検査の実施 

施設の運営開始 

維持管理計画に従い適切な維持 
管理を行わなかった場合、許可 
の取消等の処分 
 

維持管理状況の記録・閲覧　 

・一定の最終処分場については 
　維持管理費用の積立て 
・最終処分場については廃止の 
　際の確認 

整備が急がれる県道徳重横井鹿児島線
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問　

平
成
２
年
度
よ
り
県
の
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
て
き
た
江
口
漁
港
海
岸
環

境
整
備
事
業
は
、
総
工
費
約　

億
円
を

４５

投
じ
、
総
面
積
４
３
０
０
０
�
で
事
業

実
施
さ
れ
て
き
た
。
一
部
は
蓬
莱
館
が

建
設
さ
れ
大
盛
況
で
あ
る
。
最
終
年
度

の　

年
度
を
待
た
ず
に
海
水
浴
場
が

１９
オ
ー
プ
ン
し
た
。
次
の
６
点
を
伺
う
。

�
今
年
度
の
入
場
者
数
。
市
内
、
市
外

多
い
方
は
。
�
江
口
漁
協
へ
の
管
理
委

託
は
県
か
、
市
か
。
�
人
件
費
等
の
管

理
費
は
い
く
ら
か
。
�
駐
車
場
の
夜
間

締
め
切
り
は
警
察
の
指
導
か
。
�
シ
ャ

ワ
ー
、
ロ
ッ
カ
ー
代
は
今
年
無
料
だ
っ

た
が
、
来
年
は
。
�
来
場
者
に
対
し
、

市
の
案
内
看
板
等
が
足
り
な
い
の
で

は
。

答　

�
６
６
６
５
人
、
市
外
が
多
い
。

�
市
が
委
託
。
�
見
込
み
合
計
８
１
２

万
４
千
円
。
�
事
件
、
事
故
等
を
考
慮

し
警
察
と
協
議
し
た
。
�
県
か
ら
の
引

継
ぎ
等
で
不
備
が
あ
り
、
今
年
度
は
無

料
と
し
た
。
来
年
度
以
降
は
有
料
を
考

え
る
。
�
看
板
等
の
設
置
を
考
え
る
。

問　

議
会
は
、
市
の
具
体
的
政
策
を
最

終
的
に
決
定
す
る
機
関
で
あ
る
。
議
会

が
決
定
し
た
政
策
を
、
執
行
機
関
は
事

務
処
理
な
い
し
事
業
実
施
す
る
。
そ
れ

が
全
て
適
法
適
正
に
、
市
民
の
立
場
に

立
ち
公
平
効
果
的
に
、
そ
し
て
民
主
的

に
な
さ
れ
て
い
る
か
批
判
し
、
監
視
す

る
役
目
を
議
員
は
負
っ
て
い
る
。

　

議
員
が
質
問
を
行
っ
た
後
の
、
市

長
、
教
育
長
の
対
応
を
伺
う
。

答　

議
員
の
一
般
質
問
の
後
、
企
画
会

議
な
ど
で
、
各
担
当
課
長
よ
り
経
過
、

進
ち
ょ
く
状
況
、
結
果
等
報
告
を
受
け

て
い
る
。
今
後
議
会
事
務
局
と
も
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
出
来
る
だ
け
機
会
を

捉
え
随
時
行
っ
て
い
く
。

問　

鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
は
統
合
さ

れ
る
と
聞
く
が
、
具
体
的
に
は
。

答　

関
係
機
関
か
ら
は
正
式
に
は
聞
い

て
い
な
い
。
県
経
済
連
の
諮
問
機
関
で

は
、
一
市
場
あ
た
り
年
間
２
万
頭
規
模

の
子
牛
セ
リ
が
望
ま
し
い
と
答
申
が

あ
っ
た
。
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
は
年

間
４
６
０
０
頭
ほ
ど
で
、
曽
於
・
肝
属

市
場
以
外
の
県
内　

数
ヵ
所
は
対
象
に

１０

な
る
が
、
市
の
ほ
う
に
は
通
知
は
き
て

い
な
い
。

問　

宮
路
市
長
は
伊
集
院
町
長
時
代
よ

り
通
算
５
期
目
と
な
る
。　

年
度
予
算

１８

で
市
独
自
の
事
業
は
考
え
な
い
か
。

答　

平
成　

年
度
は
旧
町
持
ち
寄
り
予

１７

算
で
、
２
４
０
億
円
の
一
般
会
計
で
あ

る
。
こ
の
事
を
踏
ま
え
て　

年
度
予
算

１８

に
対
処
す
る
が
、　

年
度
以
上
の
規
模

１７

は
難
し
い
。
歳
入
の
確
保
と
基
金
の
運

用
に
よ
る
財
源
の
確
保
を
考
え
、
特
に

　

年
度
は
、
少
子
化
に
つ
い
て
今
ま
で

１８以
上
の
特
色
を
、
と
考
え
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
議
会
と

も
協
議
し
新
た
な
単
独
事
業
を
考
え

る
。

重
水　

富
夫　

議
員

江
口
浜
海
浜
公
園
の
管
理
の
あ
り
方

利
用
促
進
に
つ
い
て

栫　
　

康
博　

議
員

平
成　

年
度
予
算
に
市
独
自

１８

の
事
業
を
考
え
な
い
か

は
。

答　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
は
少
子
化

対
策
に
不
可
欠
。
次
世
代
育
成
支
援
政

策
を
確
実
に
進
め
て
い
く
。

問　

病
後
児
・
学
童
保
育
の
充
実
は
。

答　

病
気
回
復
期
の
乳
幼
児
健
康
支
援

一
時
預
り
は
１
ヵ
所
だ
け
の
実
施
だ

が
、
実
態
を
把
握
し
拡
大
等
検
討
し
た

い
。

　

東
市
来
湯
田
の
学
童
保
育
は
、
来
年

度
プ
レ
ハ
ブ
舎
の
建
設
予
定
。

問　

学
校
や
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
状
況
と
対
策
は
。

答　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
疑
い
が

２
学
校
、
２
公
共
施
設
で
見
つ
か
り
、

専
門
家
に
分
析
依
頼
し
て
い
る
。

江口浜海浜公園（上空写真）

病気回復期の乳幼児健康支援一時預り
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問　

台
風
な
ど
の
災
害
時
の
避
難
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

東
市
来
地
域　

ヵ
所
、
伊
集
院
地

１２

域　

ヵ
所
、
日
吉
地
域
７
ヵ
所
、
吹
上

１７
地
域　

ヵ
所
を
避
難
場
所
に
指
定
し
て

１４

あ
る
。

問　

災
害
の
後
と
救
護
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

市
の
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

公
共
施
設
・
住
宅
の
被
害
は
総
務
企
画

部
、
社
会
福
祉
関
係
は
市
民
福
祉
部
、

土
木
・
農
林
水
産
業
関
係
は
産
業
建
設

部
、
教
育
施
設
関
係
は
教
育
委
員
会
で

対
応
し
て
い
く
。

問　

危
険
箇
所
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

の
確
認
は
取
れ
て
い
る
の
か
。

答　

危
険
箇
所
は
５
２
４
ヵ
所
あ
り
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
後
、
各
自
治

会
に
配
布
す
る
。

問　

復
旧
へ
の
体
制
は
取
れ
て
い
る
の

か
。
補
助
対
象
・
対
策
は
ど
こ
ま
で
で

き
る
の
か
。

答　

補
助
対
象
外
で
も
早
期
に
復
旧
す

る
場
合
は
、
重
機
借
上
げ
で
対
応
す
る
。

問　

消
防
団
の
災
害
時
の
救
援
救
護
に

つ
い
て
、
地
域
を
越
え
た
広
範
囲
な
対

応
も
必
要
と
思
う
が
。

答　

各
方
面
団
と
話
し
合
っ
て
い
く
。

問　

旧
南
薩
線
跡
地
が
県
・
市
に
分
譲

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
有
効
利
用
で
き

る
の
か
。

答　

確
定
測
量
後
、
集
落
道
路
等
へ
払

い
下
げ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
多
角
的

に
検
討
し
て
い
く
。

問　

管
理
さ
れ
な
い
為
に
安
全
面
、
防

災
面
で
危
険
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

地
域
住
民
の
協
力
を
も
ら
っ
て
管

理
し
て
い
く
。
未
買
収
が
１
６
４
０
０

�
残
っ
て
い
る
。

問　

市
内
の
大
手
職
場
の
リ
ス
ト
ラ

等
、
市
民
生
活
は
厳
し
い
が
今
年
度
の

市
税
見
込
み
は
大
丈
夫
か
。

答　

よ
ほ
ど
の
事
が
無
い
限
り
確
保
で

き
る
と
思
う
。

問　

交
付
金
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

答　

見
込
み
は　

億
円
、
交
付
額
は　

７３

６９

億
７
千
万
円
で
、
不
足
分
は
特
例
債
で

カ
バ
ー
。

問　

人
件
費
支
出
が
大
き
い
。
削
減
策

は
。

答　
　

年
間
で　

人
削
減
予
定
。
行
革

１０

９７

委
員
会
の
答
申
に
沿
っ
て
進
め
る
。

問　

市
の
借
金
総
額
、
昨
年
度
の
施
設

の
維
持
管
理
費
総
額
を
示
せ
。

答　

借
金
は
約
４
１
０
億
円
。
維
持
管

理
費
は
約
４
億
３
千
万
円
。

問　

東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
維

持
管
理
費
を
い
く
ら
と
予
測
す
る
か
。

答　

人
件
費
を
入
れ
ず
に
、
２
２
４
０

万
円
。

問　

一
般
的
に
民
間
委
託
の
方
が
コ
ス

ト
が
低
い
が
、
ど
う
分
析
す
る
か
。

答　

賃
金
体
系
の
違
い
と
、
コ
ス
ト
・

ノ
ル
マ
達
成
意
識
の
違
い
と
思
う
。

成
田　
　

浩　

議
員

災
害
対
策
に
つ
い
て
と
旧
南
薩

線
跡
地
の
管
理
と
利
用
策
は

池
満　
　

渉　

議
員

本
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

市
長
の
考
え
を
問
う

問　

農
道
・
水
路
等
の
受
益
者
負
担
の

軽
減
は
考
え
な
い
か
。

答　

合
併
協
議
会
で
の
調
整
項
目
で

あ
っ
た
。　

年
度
予
算
編
成
の
中
で
効

１８

果
を
総
括
し
、
充
分
な
精
査
を
し
た

い
。

問　

都
市
計
画
区
域
の
里
道
等
の
負
担

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

伊
集
院
地
域
に
つ
い
て
は
、
調
整

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

農
道
・
水
路
等
は
国
に
帰
属
し
、

交
付
金
の
算
入
も
あ
る
と
思
う
が
。

答　

改
良
区
の
施
設
の
管
理
維
持
に
つ

い
て
は
、
国
の
機
関
の
中
で
管
理
費
を

み
て
ほ
し
い
と
陳
情
も
行
っ
て
い
る
。鹿児島中央家畜市場のセリ風景

旧南薩線跡地
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安
全
・
安
心
な
飲
料
水
の
確
保
が
、
不

可
欠
と
考
え
る
が
。

答　

市
民
が
健
全
で
文
化
的
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
安
心
・
安
全
な
飲
料

水
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
日
置
市
の
水
道
普
及
率
は
、

県
平
均
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
特
に
、

伊
集
院
地
域
に
お
い
て
は
、
国
道
３
号

北
部
の
水
道
事
業
の
整
備
が
な
さ
れ
て

い
な
い
現
状
で
あ
る
。
こ
の
地
区
の
水

道
整
備
事
業
は
、
本
市
の
重
要
課
題
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
の
日
置
市

発
展
の
た
め
に
も
、
水
道
整
備
は
不
可

欠
で
あ
る
。
住
民
の
意
を
く
み
上
げ
な

が
ら
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 大型車も通る危険な市道（伊集院・下神殿）

問　

規
格
や
構
造
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
市
全
体
で
年
間
約
何
�
程
度
整
備

す
る
の
か
。

答　
　

年
度
市
道
の
計
画
は
、　

路
線

１７

２１

総
延
長
で
３
６
０
０
ｍ
の
改
良
を
計
画

し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
補
助
事
業
、

交
付
事
業
起
債
を
導
入
し
な
が
ら
、
計

画
的
な
道
路
整
備
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

問　

市
道
で
、
車
の
離
合
も
出
来
な
い

狭
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
何
を

基
本
に
整
備
を
進
め
て
い
る
の
か
。

答　

一
部
狭
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
要
望
を
含
め
安
全
性
を
考
慮
し
、

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　

道
路
整
備
を
計
画
す
る
際
、
優
先

順
位
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
決
定
し
て

い
る
の
か
。

答　

基
本
的
に
は
、
総
合
計
画
の
自
主

計
画
に
整
備
路
線
を
上
げ
、
緊
急
性
・

安
全
性
を
考
慮
し
、
地
域
の
協
力
体
制

が
整
っ
た
路
線
か
ら
整
備
を
進
め
る
方

法
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

問　

市
民
が
健
全
な
生
活
を
送
る
に
は

問　

日
置
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
地
域

別
の
振
興
方
向
の
中
で
、
日
吉
地
域
を

ど
う
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
か
。

答　

日
置
市
総
合
計
画
を
議
会
の
議
決

を
得
て
今
年
度
策
定
し
、
そ
の
実
施
計

画
で
具
体
的
に
進
め
て
い
く
。

問　

榎
園
・
住
吉
・
松
山
公
営
住
宅
の

建
て
替
え
は
い
つ
頃
で
、
ど
ん
な
建
物

か
。

答　

榎
園
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成　

年
１５

度
全
体
計
画
の
基
本
設
計
を
実
施
し
て

お
り
、
日
置
市
総
合
計
画
に
位
置
づ
け

て
整
備
し
て
い
く
。
他
に
つ
い
て
は
基

本
設
計
を
実
施
し
て
い
な
い
。

問　

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
の
建
設
予
定

は
い
つ
頃
で
、
ど
ん
な
建
物
か
。

答　

合
併
協
議
会
の
中
で
は
具
体
的
な

検
討
は
何
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

問　

新
規
就
農
者
助
成
制
度
や
農
業
後

継
者
育
成
制
度
等
を
充
実
、
強
化
し
た

ら
ど
う
か
。

答　

吹
上
支
所
で
農
業
公
社
の
事
業
と

し
て
実
績
が
あ
り
、
こ
れ
を
市
全
体
の

取
り
組
み
に
す
る
た
め
、
枠
拡
大
や
新

た
な
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
作
業
を
進

下
御
領
昭
博　

議
員

こ
れ
か
ら
の
市
道
を
ど
う
計

画
・
構
築
し
て
い
く
か
。
上
水

道
完
全
普
及
に
つ
い
て

田
畑　

純
二　

議
員

新
市
建
設
の
基
本
方
針
を
ど

う
考
え
て
い
る
か

問　

旧
４
町
に
あ
っ
た
退
職
時
特
別
昇

給
制
度
は
新
市
で
も
継
続
す
る
の
か
。

答　

今
年
の
４
月
か
ら
廃
止
し
た
。

問　

財
政
計
画
の
基
本
は
、
支
出
が
先

か
収
入
が
先
か
。

答　

収
入
予
定
が
先
で
あ
り
、
支
出
削

減
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。

問　

市
民
に
市
の
財
政
実
情
を
知
ら
せ

る
為
に
、
貸
借
対
照
表
の
作
成
、
公
表

が
必
要
だ
が
。

答　

平
成　

年
度
と
平
成　

年
度
を
比

１８

１９

較
し
て
、
平
成　

年
度
に
は
公
表
し
た

２０

い
。

問　

財
政
改
革
に
職
員
意
識
の
高
揚
も

必
要
だ
が
。

答　

市
民
に
評
価
さ
れ
る
役
所
、
職
員

を
目
標
に
頑
張
り
た
い
。

１０月２９日落成の東市来文化交流センター
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問　

旧
伊
集
院
町
の
贈
収
賄
事
件
と
談

合
事
件
で
、
当
時
の
町
長
の
管
理
監
督

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
問
題
が
あ
っ
た

の
で
は
。
又
各
課
で
の
課
長
の
管
理
指

導
に
甘
さ
が
あ
っ
た
の
で
は
。

　

再
発
防
止
の
為
の
対
応
と
、
こ
れ
か

ら
未
来
に
向
か
っ
て
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
明
る
い
日
置
市
に
し
た
い
も
の
だ

が
。

答　

部
下
職
員
の
行
動
に
対
し
て
管
理

監
督
者
と
し
て
甘
さ
が
あ
っ
た
。
上
司

の
懲
戒
減
給
処
分
や
自
分
も
道
義
的
責

任
を
と
っ
た
。
日
置
市
に
悪
い
イ
メ
ー

ジ
を
も
た
せ
市
民
に
迷
惑
を
か
け
た
。

再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
服
務

規
律
や
研
修
の
充
実
、
業
者
と
の
対
応

や
入
札
制
度
の
見
直
し
を
し
て
い
く
。

問　

今
回
の
補
正
予
算
の
基
本
的
な
考

え
と
予
算
査
定
に
あ
た
っ
て
支
所
の
担

当
課
と
の
協
議
は
十
分
で
あ
っ
た
か
。

危
険
箇
所
や
緊
急
性
を
必
要
と
す
る
所

は
、
市
民
生
活
の
安
全
性
を
考
え
補
正

予
算
で
対
応
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

基
本
的
に
旧
町
に
お
い
て
総
括
し

た
予
算
を
当
初
に
上
げ
る
考
え
で
あ
っ

た
。
残
っ
た
事
業
に
つ
い
て
は
来
年
度

当
初
予
算
に
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。
災

害
と
か
緊
急
を
必
要
と
す
る
所
は
補
正

で
対
応
す
る
。

問　

農
家
・
市
民
に
対
す
る
償
却
資
産

の
課
税
の
あ
り
方
が
合
併
前
に
各
町
ば

ら
ば
ら
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
合
併
後
の

現
在
に
お
い
て
も
、
そ
の
課
税
の
あ
り

方
が
尾
を
引
い
て
お
り
、
一
部
地
域
の

農
家
対
象
者
が
不
公
平
で
は
な
い
か
、

と
日
置
市
に
不
信
感
を
持
っ
て
い
る
。

　

５
月
１
日
合
併
後
の
日
置
市
民
は
、

皆
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今

回
の
償
却
資
産
課
税
の
あ
り
方
は
公
平

を
欠
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
課
税
の

あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答　

償
却
資
産
税
は
所
有
者
の
自
主
申

告
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
旧
４
町
で
課

税
は
な
さ
れ
て
い
た
が
、
各
町
ば
ら
ば

ら
で
、
申
告
漏
れ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

今
回
の
調
査
を
踏
ま
え
、
不
正
な
申

告
を
排
除
し
、
適
正
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
の
申
告
漏
れ
に
対
し
て

は
、
悪
意
の
も
の
か
、
又
行
政
の
指
導

が
悪
か
っ
た
の
か
、
内
容
に
よ
っ
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　

市
民
公
平
な
中
に
課
税
す
る
の
が
当

然
で
あ
り
、
今
後
は
均
衡
あ
る
平
等
な

課
税
に
努
め
て
い
き
た
い
。

松
尾　

公
裕　

議
員

谷
口　

正
行　

議
員

め
て
い
る
。

問　

集
落
営
農
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

は
。

答　

市
に
お
い
て
も
農
林
事
務
所
、
普

及
セ
ン
タ
ー
等
、
関
係
機
関
と
一
体
と

な
り
、
各
地
域
で
そ
の
組
織
を
進
め

る
。

問　

い
き
い
き
す
こ
や
か
拠
点
整
備
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
日
置
市
民
病

院
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

は
。

答　

今
後
の
病
院
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
行
革
推
進
委
員
会
や
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
検
討
す
る
。

問　

い
き
い
き
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の

整
備
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

答　

総
合
計
画
の
実
施
計
画
に
入
れ

る
。

贈
収
賄
、
談
合
事
件
で
の
反
省

と
こ
れ
か
ら
の
対
応
に
つ
い
て

地
方
税
に
つ
い
て

日置市総合計画と新市まちづくり計画書

償却資産税の対象になるビニールハウス
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問　

新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
連
日
、
ア
ス

ベ
ス
ト
（
石
綿
）
の
粉
じ
ん
を
吸
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
死
亡
し
た

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
市
民
か
ら
も
、
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
に
関
す
る
不
安
の
声
が
あ

る
。
本
市
の
公
共
施
設
や
水
道
管
な
ど

使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
ま
た
安
全

性
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
の
か
。

答　

本
市
で
も
ア
ス
ベ
ス
ト
水
道
管

が
、
３
４
７
４
ｍ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
飲
料
水
の
安
全

性
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と
の
こ
と
。

で
き
る
だ
け
早
急
に
取
り
替
え
工
事
を

進
め
る
。

　

２
校
の
屋
内
体
育
館
、
２
教
育
施
設

等
で
、
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の

可
能
性
が
あ
る
。
損
傷
・
劣
化
の
問
題

は
な
い
が
調
査
を
十
分
に
し
て
安
全
性

に
つ
い
て
対
応
し
た
い
。

問　

合
併
に
よ
り
、
一
部
市
職
員
は
毎

日
夜
遅
く
ま
で
勤
務
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
よ
う
だ
。
人
員
は
適
正
に
配
置
さ
れ

て
い
る
の
か
。
最
近
ス
ト
レ
ス
社
会
と

い
わ
れ
る
。
本
市
で
職
員
が
心
の
病
気

な
ど
で
、
長
期
に
わ
た
り
休
職
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
だ
。
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

答　

一
部
の
担
当
課
な
ど
で
遅
く
ま
で

残
業
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
後
、
事

務
配
置
を
含
め
た
適
正
配
置
を
し
た

い
。
現
在
、
２
名
の
職
員
が
休
職
し
て

い
る
。
精
神
面
の
早
期
対
策
・
早
期
治

療
・
円
満
な
職
場
復
帰
が
基
本
と
考
え

る
。
安
全
衛
生
委
員
会
を
開
き
た
い
。

問　

吹
上
高
校
は
大
正　

年
に
開
校
以

１４

来
、
今
年
創
立　

周
年
を
迎
え
よ
う
と

８０

し
て
い
る
。
生
徒
数
が
１
３
０
０
名
を

超
え
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、
平
成
９
年

度
か
ら
一
学
年
３
学
級
に
な
っ
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
旧
吹
上
町
で
は
平
成

９
年
度
『
吹
上
高
校
活
性
化
対
策
協
議

会
』
を
立
ち
上
げ
、
翌　

年
か
ら
支
援

１０

事
業
が
始
ま
っ
た
。
県
教
委
は
平
成　
１５

年
、
県
立
高
校
再
編
の
基
本
計
画
『
一

学
年
３
学
級
以
下
の
小
規
模
校
を
適
正

化
す
る
』
と
発
表
。
吹
上
高
校
も
再
編

の
対
象
校
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

高
校
再
編
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
と
、
吹
上
高
校
存
続
問
題
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
問
う
。

答　

少
子
化
に
伴
い
統
廃
合
問
題
が
起

き
て
い
る
。
吹
上
高

校
は
存
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
活
性
化
対

策
協
議
会
は
日
置
市

と
し
て
継
続
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
再

編
と
な
れ
ば
、
吹
上

高
校
敷
地
が
中
心
に

な
っ
て
再
編
出
来
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

問　

対
策
協
を
立
ち

上
げ
た
い
と
の
こ
と

だ
が
い
つ
頃
か
。

答　

今
年
中
に
立
ち

上
げ
た
い
。

問　

補
助
金
に
つ
い

て
問
う
。
日
置
市
内

か
ら
２
１
４
名
、　
６２

坂
口　

洋
之　

議
員

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と
職
員
の

健
康
問
題
に
つ
い
て

％
の
生
徒
が
通
っ
て
い
る
。
年
々
資
格

取
得
者
が
増
え
昨
年
の
資
格
取
得
補
助

率
は　

％
に
な
っ
て
い
る
、
補
助
額
を

１８

増
額
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

活
性
化
対
策
協
議
会
で
増
額
や
内

容
に
つ
い
て
決
め
た
い
。

問　

現
実
的
に
は
小
・
中
学
生
の
進
路

に
関
わ
る
が
関
係
者
へ
の
周
知
な
ど

は
。

答　

新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、

素
晴
ら
し
い
高
校
と
Ｐ
Ｒ
等
し
た
い
。資格取得に向けて頑張る吹上高校生

中
島　
　

昭　

議
員

吹
上
高
校
の
存
続
問
題
に
つ

い
て

機械室でのアスベスト使用が疑われる
　　　　　　　　　　伊集院文化会館
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問　

高
齢
化
が
進
む
と
同
時
に
地
域
農

業
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
祖
先
か
ら
譲
り
受
け
た

地
畑
が
、
後
継
者
が
い
な
い
の
か
、
耕

作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
は
ど

の
よ
う
に
思
う
か
。

答　

少
子
高
齢
化
が
進
み
荒
地
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
心
の
痛
む
思

い
が
す
る
。

問　

市
内
で
荒
地
の
面
積
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

答　

基
盤
整
備
を
し
て
い
な
い
所
が
多

く
、
田
畑
を
含
め
て
２
０
０　

で
あ

ha

る
。

問　

荒
地
及
び
遊
休
地
を
、
認
定
農
家

や
法
人
農
家
に
行
政
か
ら
土
地
の
あ
っ

せ
ん
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

農
業
委
員
会
が
中
心
に
な
り
進
め

て
い
る
。

問　

市
道
及
び
農
道
の
草
払
い
作
業
に

つ
い
て
、
環
境
美
化
と
災
害
等
を
考
え

毎
年
実
施
し
て
い
る
が
、
助
成
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

地
域
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
た
が
、

　

年
度
よ
り
統
一
し
、
奨
励
金
と
し
て

１８均
等
割
５
千
円
、
ｍ
あ
た
り　

円
と
す

１０

る
。

問　

昔
の
面
影
が
な

い
現
在
の
河
川
。
土

砂
の
た
い
積
に
よ
っ

て
中
洲
が
で
き
、
そ

の
中
洲
に
雑
草
が
繁

り
、
川
幅
が
狭
く
な

り
災
害
等
が
考
え
ら

れ
る
。
市
は
県
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け

を
し
て
い
る
か
。

答　

写
真
等
を
つ
け

て
再
三
お
願
い
し
て

い
る
が
、
今
後
も
続

け
て
い
く
。

問　

学
校
給
食
の
望
ま
し
い
形
は
自
校

方
式
で
あ
る
。
つ
く
る
人
・
食
べ
る
人

の
人
間
関
係
が
大
切
。
民
営
化
さ
れ
る

と
、
安
全
で
な
く
不
安
。
安
あ
が
り
で

も
う
け
の
対
象
に
さ
れ
る
。

答　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
、
自
校

方
式
、
セ
ン
タ
ー
方
式
、
民
営
化

な
ど
、
ど
の
方
法
が
良
い
か
考
え

て
い
く
。

問　

福
祉
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て
、

６
月
議
会
の
答
弁
で　

年
度
か
ら

１８

実
現
と
の
こ
と
。
そ
の
後
の
進

ち
ょ
く
は
。

答　

９
月　

日
、
陸
運
事
務
所
と

１４

話
し
合
い
を
し
た
。
ゆ
す
い
ん
バ

ス
を
廃
止
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
走
ら
せ
る
。
今
、
路
線
の
検

討
を
し
て
い
る
。

問　

市
花
・
市
木
・
市
民
歌
の
制

定
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ち
な

み
に
東
市
来
は
カ
ン
ナ
と
サ
ザ
ン

カ
。
伊
集
院
は
梅
と
い
す
。
日
吉

は
ツ
ツ
ジ
と
椿
。
吹
上
は
ツ
ツ
ジ

と
サ
ザ
ン
カ
。

答　
　

年
度
に
予
算
を
組
み
制
定

１８

西
峯　

尚
平　

議
員

坂
口
ル
リ
子　

議
員

理
想
的
な
学
校
給
食
の
あ
り

方
に
つ
い
て

す
る
。

問　

談
合
問
題
に
つ
い
て
、　

社
の
従

１０

業
員
は
２
７
７
人
と
い
う
。
家
族
は
８

０
０
人
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
。
生

活
援
助
方
法
、
仕
事
の
紹
介
、
無
担
保
、

無
利
子
の
貸
し
出
し
等
、
考
え
な
い

か
。

答　

行
政
と
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
で

き
な
い
。

問　

伊
集
院
地
域
駅
伝
は
や
め
て
、
梅

マ
ラ
ソ
ン
と
一
緒
に
考
え
ら
れ
な
い

か
。

答　

駅
伝
の
反
対
の
声
は
な
い
。
例
年

ど
お
り
実
施
す
る
。

農
地
の
荒
地
及
び
遊
休
農
地

の
活
用
に
つ
い
て

江口川の堤防・中洲の草払い清掃（東市来）

たのしい学校給食（吹上・永吉小学校１年生）



１８Ｈ１７．１１　ひおき市議会だより

問　

談
合
事
件
の
経
過
と
、
今
後
の
談

合
防
止
策
の
具
体
的
な
考
え
方
を
示

せ
。

答　

談
合
事
件
で　

社
を
指
名
停
止
処

１０

分
に
し
た
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
全
力
で
取
り
組

む
。
現
在
、
予
定
価
格
の
事
前
公
表
、

指
名
業
者
の
事
後
公
表
を
し
て
お
り
、

成
果
が
出
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

　

具
体
的
な
談
合
防
止
策
に
は
、
大
き

く
分
け
て

�
談
合
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
を
小

さ
く
す
る
。

�
談
合
が
摘
発
さ
れ
る
確
率
を
上
げ

る
。

�
談
合
が
摘
発
さ
れ
た
場
合
の
罰
則
を

強
化
す
る
。

�
談
合
を
や
り
に
く
く
す
る
。

　

こ
の
４
つ
で
あ
る
が
、
最
も
重
要
な

の
は
談
合
を
や
り
に
く
く
す
る
発
注
シ

ス
テ
ム
の
構
築
で
あ
る
。
今
後
、
公
募

型
指
名
競
争
入
札
、
一
般
競
争
入
札
、

電
子
入
札
等
の
新
し
い
入
札
制
度
を
検

討
し
て
い
く
。
談
合
に
よ
る
損
害
賠
償

請
求
も
考
え
て
い
き
た
い
。　

月
中
に

１０

外
部
委
員
に
よ
る
入
札
監
視
委
員
会
を

立
ち
あ
げ
る
。　

年
度
に
要
綱
を
作

１７

り
、
新
し
い
入
札
制
度
は　

年
度
か
ら

１８

実
施
す
る
。

　

３
〜
４
年
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
、

き
ち
っ
と
し
た
も
の
は
出
て
こ
な
い
。

他
の
自
治
体
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
、

入
札
制
度
を
含
め
て
監
視
委
員
会
に
お

願
い
し
、
市
民
の
信
頼
を
得
る
。
日
置

市
の
新
し
い
入
札
制
度
を
皆
で
作
っ
て

い
き
た
い
。

問　

安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
充
実
や
出
産
祝
金
支
給
の
復
活

は
。

答　

支
援
セ
ン
タ
ー
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
未
設
置
地
区
は
子
育
て
支
援
計
画

の
中
で
充
分
検
討
す
る
。
出
産
祝
金
は

廃
止
し
、
乳
幼
児
医
療
や
保
育
等
、
母

子
保
健
推
進
事
業
や
次
世
代
育
成
支
援

策
で
充
実
し
て
い
く
。

問　

職
員
の
政
策
形
成
能
力
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
職

員
提
案
制
度
の
確
立
、
写
真
入
り
名

札
、
い
ろ
は
歌
机
上
旗
等
の
実
施
、
危

機
管
理
意
識
の
研
修
実
施
は
。

答　

職
員
や
現
場
の
意
見
を
自
由
に
提

案
さ
せ
評
価
し
改
革
に
反
映
さ
せ
る
。

　

全
体
の
奉
仕
者
の
自
覚
の
た
め
、
名

札
の
実
施
や
い
ろ
は
歌
等
は
検
討
す

る
。

地
頭
所
貞
視　

議
員

談
合
の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

　

人
事
・
業
務
計
数
の

危
機
管
理
を
徹
底
し
計

画
的
に
研
修
等
の
実
施

を
図
る
。

問　

国
道
２
７
０
号
、

県
道　

号
の
歩
道
整

３５

備
、
県
道
２
９
６
号
の

危
険
防
止
等
、
早
急
な

対
策
が
必
要
だ
が
。

答　

国
県
道
と
も
旧
町

よ
り
引
継
ぎ
課
題
で
あ

る
。
児
童
生
徒
や
地
域

住
民
の
安
全
確
保
の

為
、
関
係
機
関
へ
要
望

協
議
を
進
め
て
い
く
。

問　

永
吉
川
河
口
治
水

対
策
、
直
売
所
・
浜
田

橋
を
一
体
化
し
た
公
園

化
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

永
吉
川
河
口
の
堆

積
砂
の
影
響
は
災
害
時

で
も
重
要
課
題
で
あ

り
、
重
点
的
に
関
係
機

関
へ
要
望
し
て
い
く
。

　

海
岸
道
路
、
直
売
所
や
浜
田
橋
を
一

体
化
し
た
都
市
計
画
で
の
公
園
化
は
、

総
合
計
画
や
地
域
審
議
会
で
検
討
す

る
。

永吉川にかかる浜田橋（吹上）

長
野
瑳
や
子　

議
員

子
育
て
支
援
策
の
充
実
と
職
員

の
意
識
改
革
へ
の
と
り
く
み
は
。

国
県
道
・
河
口
の
整
備
促
進
を
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　私たちの日置市をより快適で住みよいまちにするためには、地域社会のさまざまな問題について、
市民が自分たちで考え、話し合い、解決していくことが大切です。
　しかし、市民全員が集まって話し合い、市政を運営することは困難ですので、市民（有権者）の皆
さんが選挙によって代表者を選びます。これが市議会議員と市長です。代表として選ばれた市議会
議員は市議会を構成し、市民に代わって市政の方針を決定したり、市政のチェックをします。一方、
市長は市議会で決めたことに基づいて、実際に市政を行います。
　市議会と市長は、互いに独立した対等な立場にあり、けん制・協力をし合って、より良い市政の実
現に努めています。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ市議会のしくみ

◎議会の主な権限
�議決権
条例の制定・改廃の議決、予算の決定、大規模工事や高額物品の購入等の重要な契約をするときな
ど、市にとって重要な事件を決定する権限。

�選挙権
議長、副議長、選挙管理委員会委員などを選挙する権限。

�同意権
市長から提案された人事案件（助役・監査委員など）の選任等について同意を与える権限。

�請願、陳情の審査、調査
市民から提出された請願や陳情を審査、調査し、市政に反映させる権限。

�意見書提出権
議会としての意思を意見書にまとめ、国や県の関係行政庁などに提出する権限。

�検査権、調査権
議会で決定したとおりに市が業務を行っているか、検査、調査する権限。

請
願
・
陳
情
・
傍
聴 

提　案 

議　決 
（意思決定） 

直
接
請
求 

市　民 

選
　
挙 

選
　
挙 市　政 

チ
ェ
ッ
ク
 実　施 

市議会 
（議決機関） 

市　長 
（執行機関） 



　

郵
政
民
営
化
を
旗
印
に
第
３
次
小
泉

内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
る
国
会
の
様
子
を
見
な
が
ら
、

新
生
日
置
市
議
会
の
様
子
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
は
棚
ボ
タ
（
？
）
で
国

会
議
員
に
な
っ
た
と
喜
ぶ
新
人
も
い
ま

し
た
が
、
こ
ち
ら
日
置
市
の
議
員
の
皆

さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
市
民
の
信
頼
と

期
待
を
担
っ
た
意
気
を
感
じ
ま
し
た
。

　

旧
町
の
議
会
は
何
回
か
傍
聴
し
ま
し

た
が
、
記
念
す
べ
き
新
生
市
議
会
、
そ

し
て
我
ら
女
性
の
代
表
（
も
っ
と
多
く

て
も
い
い
の
に
！
）
の
活
躍
の
様
子
に

エ
ー
ル
を
お
く
り
た
く
て
傍
聴
し
ま
し

た
。「
新
人
議
員
の
ス
タ
ー
ト
は
？
」
な

ど
、
期
待
半
分
、
心
配
半
分
で
傍
聴
席

に
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
私
と
話
し
た
こ
と
も
な
い
議
員
さ

ん
が
、
私
が
常
日
頃
願
っ
て
い
る
こ
と

を
提
案
さ
れ
た
の
で
す
。
議
員
さ
ん
達

は
、
ど
こ
で
あ
の
様
な
質
問
や
提
案
を

ま
と
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

議
長
さ
ん
も
「
市
民
の
率
直
な
意
見

を
！
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
三

位
一
体
改
革
の
厳
し
い
時
で
す
が
、
日

置
市
民
の
付
託
に
応
え
よ
う
と
努
力
さ

れ
る　

人
の
議
員
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
お

３０

く
り
、
帰
宅
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
と
て
も
大
切
な
一
票
を
投

じ
、
５
万
３
千
人
の
市
民
の
代
表
と
し

て
日
置
市
政
を
任
せ
た
議
会
の
傍
聴
に

行
き
ま
し
た
。
今
回
の
傍
聴
は
、
い
わ

ゆ
る
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
参
観
日
の
よ
う

な
感
じ
で
し
た
。

　

気
に
な
る
一
年
生
議
員
の
一
般
質
問

は
、
日
ご
ろ
の
勉
強
の
成
果
が
は
っ
き

り
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ

が
ベ
テ
ラ
ン
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
少

な
か
ら
ず
良
い
影
響
を
与
え
て
い
た
よ

う
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
市
長
の

誠
意
の
あ
る
答
弁
も
納
得
で
き
る
も
の

で
し
た
。

　

傍
聴
は
議
会
活
動
に
ふ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
最
も
身
近
な
方
法
で
す
。
個
人

で
も
団
体
で
も
簡
単
に
傍
聴
が
で
き
ま

す
の
で
、
市
政
に
対
す
る
関
心
を
深

め
、
議
員
の
活
動
を
よ
く
知
る
た
め
に

も
、
皆
さ
ん
に
も
是
非
傍
聴
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

市
議
会
は
、
国
会
や
県
議
会
な
ど
と

違
っ
て
、
我
々
の
生
活
に
密
着
し
た
本
当

に
身
近
な
事
や
問
題
が
真
摯
に
議
論
さ

れ
る
現
場
で
す
。
傍
聴
席
の
人
も
身
を

乗
り
出
し
て
、
メ
モ
を
取
る
熱
心
さ
で

す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
の
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
に
意
を
強
く
し
、
大
変
う

れ
し
く
傍
聴
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

新
市
が
発
足
し
て
半
年
が
経
ち
ま
し

た
。
私
た
ち
市
議
会
も
旧
町
の
垣
根
を

越
え
、
新
市
の
未
来
へ
向
け
た
議
論
を

活
発
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
第
２
号
も
、
手
探
り

し
な
が
ら
発
行
で
き
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
日
に
日
に
寒
く
な
り
ま
す
が
、

お
体
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
　

広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　

委

員

長　

池
満　
　

渉

　
　
　
　
　

副
委
員
長　

出
水
賢
太
郎

　
　
　
　
　

委　
　

員　

花
木　

千
鶴

　
　
　
　
　
　
 
〃 　
　

栫　
　

康
博

　
　
　
　
　
　
 
〃 　
　

西
薗　

典
子

　
　
　
　
　
　
 
〃 　
　

門
松　

慶
一

　
　
　
　
　
　
 
〃 　
　

下
御
領
昭
博

　
　
　
　
　
　
 
〃 　
　

坂
口　

洋
之

� �������������������������������������������

訂
正
・
お
詫
び

　

創
刊
号
の
記
載
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

・　

ペ
ー
ジ
４
段　

江
口
浜
荘
の
年
間

１６
利
用
者
数

（
誤
）　

万
２
８
６
５
人
。

７７

（
正
）
７
万
２
８
６
５
人
。
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伊
集
院
地
域
・
上
神
殿

　

菅　

原　

正　

義

傍
聴
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

傍
聴
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

�
だ
れ
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
　
　

�
受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

吹
上
地
域
・
永
吉　

　

寺　

田　

敦　

子


